
対象 目標 健康局における平成29年度の対応策

○実務者マニュアル作成及び改訂

〇研修実施

〇初任者研修実施

〇好事例等の情報提供

○各区の医療・介護連携の課題の整理と分析（高齢者実態調査や各区の
アンケート結果等により）の支援

♯３
地域特性に応じた効果的な
区民啓発

〇区役所及び受託法人の定期的な打合せ等の実施

〇区役所及び受託法人の研修実施

○研修実施

〇好事例等の情報提供

♯２
コーディネーターのスキル
アップ

○研修実施

〇好事例等の情報提供

○連絡会（毎月）の開催
　　（スキルアップのための内容をワーキングチームにおいて検討）

（後発区のスキルアップ）
○各区の医療・介護連携の課題の整理と分析（高齢者実態調査や各区の
アンケート結果等により）の支援

○区役所及び受託法人の定期的な打合せ等の実施

〇区役所及び受託法人の研修実施

♯４ 情報共有ツールの検討推進 〇好事例等の情報提供

♯５ 病院との連携
○コーディネーター活動を通じた区内病院との連携状況の実態把握の推
進

♯６ 関係機関への周知

○区域を超える医療（病院）との連携における課題及び対応策の検討

〇隣接市との連携（情報交換）

○各区の医療・介護連携の課題の整理と分析
　　（高齢者実態調査や各区のアンケート結果等により）の支援

○医療・介護の現状把握のための実態調査

♯３　各高齢者施策との調整

♯４　
保健医療計画・介護保険事
業計画との整合性

これまでの事業の取組みから考えられる健康局における課題と対応策　　　　　　　　　　　　　　　　資料４
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〇在宅医療・介護連携支
援コーディネーターが医
療・介護関係者の連携に
おける相談業務を行いつ
つ、切れ目のない在宅医
療・介護の提供体制を構
築を推進することができ
る。

適切な事業評価指標の検討♯２
〇事業全体の評価指標
を検討することができる。

♯４

♯１

♯３　

♯１　

区
役
所

　　　　◎区役所・コーディネーターのスキルアップと連携　　　　　　◎病院との連携
　　　　◎広域での連携の仕組みづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　◎評価指標の検討

行政区域を越える広域連携
の課題整理と仕組みづくり

（在宅医療・介護の連携にお
ける課題の把握と対応策の
検討）

実務者のマネジメント力

各区の在宅医療・介護の現
状把握及び課題抽出

受託法人によるバックアップ
体制の強化

区役所との連携

課題

〇区役所実務者が事業
の必要性を理解し、区の
課題を明確にし連携推進
のための対応策を検討
することができる。

〇区域を超える連携の課
題を整理し対応策を検討
することができる。

♯１

♯２

【目的】 切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築     ～多職種連携～ 


